
日本ペンクラブ声明 「共謀罪に反対する」

共謀罪によってあなたの生活は監視され、

共謀罪によってあなたがテロリストに仕立てられる。

私たちは共謀罪の新設に反対します。

私たち日本ペンクラブは、いま国会で審議が進む「共謀罪（ テロ等組「

織犯罪準備罪 」の新設に強く反対する。過去の法案に対しても、全く不」）

要であるばかりか、社会の基盤を壊すものとして私たちは反対してきたが、

法案の本質が全く変わらない以上、その姿勢に微塵の違いもない。

過去に 度国会に上程され、いずれも廃案となった法案同様、いま準備さ3

れている共謀罪は、事前に相談すると見なされただけでも処罰するとしてい

る。これは、人の心の中に手を突っ込み、憲法で絶対的に保障されている「

内心の自由（思想信条の自由 」を侵害するものに他ならない。結果として、）

表現の自由、集会・結社の自由など自分の意思を表明する、あるいは表明し

ない自由が根本から奪われてしまう。

しかも、現行法で、十分なテロ対策が可能であるにもかかわらず、共謀罪

を新設しなければ東京オリンピックを開催できないというのは、オリンピッ

クを人質にとった詭弁であり、オリンピックの政治的利用である。

このような法案を強引に成立させようとする政府の姿勢を許すわけにはい

かない。

法案の成立を断固阻止すべきである。
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